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講座回数 ：5４回

平均満足度：95.4％

登録者数 ：191名

総受講者数：のべ704名
（１講座あたり平均受講者数：約13名）



■修了証

■皆勤賞

７名

１名



クラウドファンディング

約247万円

来館意欲を

高める！

寄付額

新たなコンテンツ

つねたミー診断
（つねたみ×Ｍｅ）

地域課題 佐野常民と三重津海軍所跡の歴史館

・若者の来館を増やす！
・佐賀の誇りを
次世代へつなぐ！ 目標達成！祝





（株）イーダブリュエムジャパン 千代田計装（株）

大川配送サービス（株）

ボイリク（株）

合同会社１

ＺＥＲＯＵＭ（株）

かっこ(株)

（株）プロシップ （株）地域みらいグループ

(株)経営サポートプラスアルファ

(株)Soelu

(株)テスク

レバテック(株)



・受講者アンケート

・効果検証アンケート

効果検証結果



受講者アンケート

（ 基調講演1回除く ）



受講者の属性・満足度



効果検証アンケート

受 講 登 録 者 アンケート
回 答 者 数

１９１名 39名



キャリアの変化
参 加 経 験 あ り の 方 の み

n = 3 1



行動の変化

約６割に行動変化が見られた！

特に自己研鑽・実践行動への波及が生じている！

参 加 経 験 あ り の 方 の み
n = 3 1

（ 該 当 す る も の 全 て を 回 答 ）



気づけたこと・得られたこと

地域への関心・視野の拡張・つながりの獲得につながっている！

参 加 経 験 あ り の 方 の み
n = 3 1

（ 最 大 ２ つ 回 答 ）

1 32



22名

18名

15名

8名

5名

5名

2名

2名

磨けた力・成長したと感じるもの
参 加 経 験 あ り の 方 の み

n = 3 1
（ 最 大 ３ つ 回 答 ）

学びや多様な人材との交わりを通じて、

物事を多面的に捉える力や、新しい発想を

生み出す力、そして、他者と協力しながら

価値を生み出す力が身についている！



参加しなかった理由

継続参加の難しさが最大の要因。

途中参加を可能とする柔軟な受講形態の検討が必要！

1名

1名

1名

1名

参 加 経 験 な し の 方 の み
n = 8

（ 最 大 ２ つ 回 答 ）

5名



今後に向けた改善点 （ 自 由 記 述 ）

特に、認知不足、申込・連絡等の分かりづらさ、学習設計の改善に

関する意見が多く寄せられた。



総 括

CREATIVE LINK SAGAが生み出しているもの

学生・社会人・企業・地域が交わることで、
新しい挑戦やつながりが生まれています。
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ؙ ٔ ؒ ؎ ذ ؍ ـ ➂ 勞 ה כ

㉏겗涪鋅⸂ 䟝⫷⸂٥ⶼ鸡⸂ 䲿周⸂ 㹋騧⸂
現場を観察し、
本質的な課題を
見抜く力

新しい価値を
生み出すアイデアを

描く力

アイデアを
伝わる形にまとめ、
周囲を動かす力

小さな一歩を
積み重ね、
行動に移す力
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・佐賀市

・佐賀大学

・NPO法人鳳雛 塾

・CREAT IVE  L I NK  PARTNERS共 同 企業 体

-（株）とっぺん

-（株）リンクトブレイ ン

-（株）メタルジ ャ ケ ット

-ミナデ（株）

- pu t  u p .

- （株）佐賀広告セン ター

・佐賀商工会議所

・佐賀市北商工会

・佐賀市南商工会

・日本銀行佐賀支 店

・佐賀銀行

・佐賀共栄銀行

・佐賀信用金庫

・日本政策金融公 庫 佐賀 支 店

・商工中金佐賀支 店

・佐賀県ソフト ウェ ア 協同 組 合

・佐賀県

・佐賀大学

・西九州大学

・西九州大学短期 大 学部

・佐賀女子短期大 学

・九州国際情報ビ ジ ネ ス専 門 学校

・佐賀コンピュータ専門 学校
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STEP

STEP

STEP

⟗ ꟦ ה ⳿ ⠓ ֲ 

第一線で活躍する経営者の事例等を通じて、問題発見

から解決策提案ができる思考法や発想法を学びます。

ビジネスマインドやWeb・ I T、映像、デザインなどの知識

や技術を学びます。事前の知識は不要です！

学生・社会人混合のチームで、市内企業とも連携しなが

ら、実際の課題解決に取り組みます。課題の発掘・整理

から解決策としてのコンテンツ制作まで一連のプロセス

を実践します。

本音に触れられるカジュアルな座談会を通して、市内企

業や若者同士のつながりを作ります。



S T E P 1  ㉏ 겗 涪 鋅 ⸂ ٥ 䟝 ⫷ ⸂ ٥ ⶼ 鸡 ⸂
6回の講座を3つのテーマ（①環境分析、②マーケティング、

③経営戦略やビジネスモデル）に分け、それぞれのテーマ

ごとに基礎知識の習得や応用編としてのケースメソッド学習

（ディスカッション）を通してビジネススキルを育成していきま

す。

ブランディングやマーケティングのプロをお招きし、地方

でのビジネスにおいて、どのようにブランド戦略を立て、

クリエイティブを効果的に使っていくかを、実践的に学

ぶことができます。

01 ؽ آ ط أ أ ؗ ٕ 肪 䧭 闌 䏟 02 倜 ✲ 噟 ⶼ ⳿ ח ぢ ֽ ׋ ⹈ 䓼 ⠓

講座数 定員6回（各回申込） 30名

＃ケース教材 ＃課題解決力 ＃経営

講座数 定員2回（各回申込） 60名

＃経営 ＃新事業のヒント



S T E P 1  ㉏ 겗 涪 鋅 ⸂ ٥ 䟝 ⫷ ⸂ ٥ ⶼ 鸡 ⸂

講義やワークショップを通じてみなさんのクリエイティビティの

領域を広げ、自らの手でクリエイティビティを実現するための

基礎を作りあげることを目指します。

03 ؙ ٔ ؒ ؎ ذ ؍ ـ ؎ ظ ك ٦ ة ٦ 肪 䧭 闌 䏟

講座数 定員5回（各回申込） 60名

＃クリエイティブマインド ＃基礎

葺ְؠر؎ָٝծ劤䔲ח葺ְךזך׮
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S T E P 2 ؽ  آ ط أ و ؎ ٝ س ٥ 䪮 遭
ビジネスと技術の融合が加速する中で、クリエイティビ

ティ利活用やクリエイタースキルの最適化と最大化を

テーマにし、ビジネスや社会・地域課題に対していち早く

アドバンテージを得ることができます。

04 筨 さ ؙ ٔ ؒ ؎ ذ ؍ ـ ➂ 勞 肪 䧭 闌 䏟

講座数

定員

① 2回 / ②2回 / ③3回 / ④3回（連続申込）

30名

＃クリエイティブスキル ＃トレンド

＃U I ・UX
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Ꟛ涪ٔف،կ׋׃תֹד⡤꿀ח㹋ꥷ׾ٕ
荈ְ׋׶זծ׃ׅדְ׋׃آٍٖٝثח
ⴓַ׵鷞皾ג׃罋ִ׷倯岀כծ➂欰鏣鎘
կׅדֲ׉׍䕵甧׮ח

⿫ ⸇ 罏 ך 㡮
׃㴍גץ㷕׾٦ٕٕװ㛇燉ךٝ؎ؠر
הֿ׋ְג׏װחկ搀䠐陎ׅד׋׏ַ
ָ鎉铂⻉׋׃תֹד



S T E P 3  㹋 ⹡ 穗 꿀
05 㹋 ⹡ ٙ ٦ ؙ ء ّ ح ف P r o j e c t A I
佐賀の歴史・文化等の地域資源を題材に、A Iを活用し

たコンテンツの創出を目指します。A I基礎や特性を理解

し、企画提案までのプロセスを実践的に学ぶことができ

ます。

06 㹋 ⹡ ٙ ٦ ؙ ء ّ ح ف P r o j e c t  L o c a l
佐賀市柳町にある「こねくり家」を舞台に、歴史・文化等の資

源を活用した集客コンテンツの創出を目指し、前期は課題発

見・分析。後期は企画提案を通じて、地域の課題解決につい

て実践的に学ぶことができます。

講座数 定員10回（連続申込） 15名

＃AI活用 ＃企画提案力

講座数

定員

前期5回 / 後期5回（連続申込）

15名

＃地域課題 ＃問題発見力 ＃企画提案力



⟗ ꟦ ה ⳿ ⠓ ֲ
06 C h a  蘠  ך ꟦ 䏟 锑 ⠓
様々な分野で活躍する方々をゲストにお招きし、対話形式で

本音に触れられるカジュアルな座談会を実施します。急須で

淹れたお茶をくみ交わすような距離感のコミュニティで、アイデ

アなヒントやコミュニケーションも得られます。

＃座談会 ＃アイディアのヒント ＃つながり

講座数 定員7回（各回申込） 30名

ׅװ׶ⴓַה厑➂ז눁⸂涸ךزأ؜
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ذ ٦ و ΍ P r o j e c t  A I

A Iの基礎を学びながら、問題発見力、企画力を実践形式で学べるワークショップ

佐賀の歴史を知り、その活用方法を若者目線で考える

ITなどの固有のスキルがなくても参加可能

01 ⡟顭ׁ׃׵×AI ⳿ⶼخٝذٝ؝׷״ח

ذ ٦ و Ύ P r o j e c t L o c a l
歴史と文化が息づく柳町で人が集まる仕掛けを考える

地域の課題を調べ分析するワークショップ

佐賀の歴史や文化などの強みを活かしたアイデアを創出

02 叛歕ךչֿ׶ֻי㹺պ׾莸〴׶ֻב׍ת׋׃ה
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「 闌 ת ד ך 崧 ׸
01 02 03

「 闌 罏 涫 ꐮ 闌 䏟 歍 鴥 闌 䏟 「 闌
講座情報をご案内します。

市ホームページに最新の

講座情報を公開しています。

気になる講座にお申込みください。



ご清聴ありがとうございました
劢 勻 ח 䮋 䨌 ׅ ׷ ➂ 勞 ׾
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事前に寄せられた意見の概要
効果検証アンケートの結果を踏まえ、コンソーシアムメンバーから主に以下の意見が寄せられた。

主な意見区分

・満足度が高く、講座内容・講師陣・運営体制の質が高い。
・地域資源への気づき、人的ネットワーク形成、視野の広がりにつながっている。

事業効果への評価

・昇進・昇格などの短期的成果よりも、行動変容や意識変化を継続的に把握することが重要。
・「行動に移せていない」層に対して、その要因を深堀すべき。

効果検証について

・学生や社会人にとって、連続参加の難しさが課題。
・単発参加、途中参加、オンライン参加、アーカイブ配信など柔軟な参加設計が必要。

参加しやすさ

・事業の認知不足、ターゲット層への訴求不足がある。
・参加により得られる成果や参加者の成長事例を分かりやすく発信することが必要。

広報・周知

・学びを自己啓発で終わらせず、実践や次の行動につなげる仕組みが必要。学びから実践への接続

・「つながり」を持続的価値にするため、卒業生ネットワーク、Slack等を活用したコミュニティ形
成を推奨。
・今後、このつながりをどう活かすのかを考える必要がある。

コミュニティ形成



事前意見から見えた成果と課題



主な改善意見

コミュニティの発展



本日ご意見をいただきたいこと

どのように伝えれば興
味・関心を持ってもら
えるか？

時間・場所・参加方法な
ど、どのようにすれば
参加しやすくなるか？

約3割の行動に移せて
いない層に対して…
行動につなげるために、
どのような支援が必要
か？

つながりを継続・発展
させるために、どのよ
うな仕組みが必要か？

若者・企業に届く
広報とは？１ 学びを実践に

つなげるには？
３ コミュニティ発展に

必要なことは？
４

参加しやすい
講座設計とは？２

自由なご意見・アイデアをお願いいたします！
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